
但
シ
學
年
ノ
半
途
及
四
年
級
ノ
モ
ノ
ハ
轄
科
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

関

連

事

項

①

進
級
、
転
科
に
関
す
る
内
規

科） 第
二
回
目
の
修
学
旅
行

（
京
都
、
奈
良
）
で
あ
る
。
前
回
同
様
選
抜
制
で
、
選
抜
さ

れ
た
の
は
左
記
の
生
徒
で
あ
っ
た
。

斎
藤
新
助
、
大
石
栄
雄
、
山
崎
勇
馬
、
岡
村
道
一―-、
清
家
恕
、
三
浦
二
郎
、
大
平
正

曹
（
以
上
日
本
画
科
）
、
井
上
清
（
図
案
科
）
、野
口
藤
太
郎
（
彫
刻
科
）
、
祗
沢
鴻
次

（
彫
金
科
）
、
鈴
木
一
、
坂
口
腔
（
以
上
鋳
金
科
）
、
蒔
田
実
、
児
島
明
（
以
上
漆
エ

．

（『錦
巷
雑
綴
』
第
九
巻
。
明
治
三
十
一
年
二
月
七
日
に
よ
る
。
）

岡
倉
覺
三
校
長
在
職
中
制
定
二
係
ル
モ
ノ

進
級
内
規
明
治
三
十
年
六
月
十
日
制
定

一
各
科
及
撰
科
生
徒
ニ
シ
テ
病
氣
其
他
ノ
事
故
二
依
リ
一
學
年
間
総
時
敷
ノ

―――
分
一
以
上
鉄
席
ス
ル
モ
ノ
ハ
進
級
ノ
格
ヲ
失
フ
モ
ノ
ト
ス

一
撰
科
生
ノ
新
二
入
學
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
學
年
ノ
終
リ
ニ
於
テ
試
瞼
ヲ
施
行

シ
若
ク
ハ
平
常
ノ
成
績
二
依
リ
相
営
級
二
編
入
ス

一
各
科
生
徒
中
編
入
級
二
於
テ
學
術
殊
二
卓
絶
シ
其
級
ノ
程
度
卜
大
差
ァ
ル

モ
ノ
ハ
詮
議
ノ
上
試
験
、
ソ
進
級
セ
、
ソ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

岡
倉
覺
三
校
長
在
職
中
制
定
二
係
ル
モ
ノ

明
治
三
十
年
六
月
十
日
制
定

轄
科
規
程

各
科
及
撰
科
生
徒
ニ
シ
テ
韓
科
セ
ソ
ト
欲
シ
願
出
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
左
ノ

規
定
二
従
ヒ
之
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

一
日
本
聾
科
西
洋
盟
科
ノ
内
二
於
テ
韓
科
七
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
滴
常
卜
認

ム
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
ニ
年
級
マ
テ
ハ

一
年
級
へ

三
年
級
ハ
ニ
年
級
二
編
入

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

一
日
本
甕
科
図
案
科
ノ
内
二
於
テ
轄
科
セ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
モ
前
項
二
仝
シ

一
前
二
項
二
定
ム
ル
モ
ノ
、
外
ハ
総
テ
一
年
級
二
編
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
轄
科
シ
タ
ル
生
徒
ニ
シ
テ
未
夕
履
修
七
サ
ル
普
通
學
科
ハ
之
ヲ
補
習
セ

シ
メ
既
二
履
修
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
雖
教
員
ノ
意
見
ヲ
諮
ヒ
再
修
七
シ
ム
ル

一
撰
科
ョ
リ
本
科
二
轄
セ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
試
験
ノ
上
本
科
ノ
相
嘗
級
ニ

編
入
ス

但
シ
宜
技
ハ
平
常
成
績
ヲ
以
テ
評
貼
ヲ
付
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ

（
「
紐
明
治
四
十
四
五

一
肛
教
務
内
規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
）

②

「

美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」

明
治
二
十
七
年
岡
倉
校
長
起
草
の
「
美
術
教
育
施
説
二
付
意
見
」
に
つ
い
て

は
既
に
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
と
同
題
で
明
治
一
―
―
十
年
八
月
の
年
記
の
あ
る
蒟
期

版
印
刷
物
（
本
学
蔵
）
が
現
存
す
る
。
こ
ち
ら
は
執
筆
者
不
明
で
あ
る
が
、
日
本

美
術
院
版

『
天
心
全
集
』
に
こ
れ
の
要
旨
の
み
を
記
し
た
「
美
術
教
育
施
設
の

方
案
（
要
旨
）
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
『
反
省
雑
誌
』
第
七
、
八
号

（
明
治
三
十
年
八
月

一
日
、
同
年
九
月
一
日
）
に
岡
倉
校
長
が
こ
れ
と
ほ
ぽ
同
一
内

容
の
「
美
術
教
育
の
施
設
に
就
き
て
」
を
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
み

て
、
こ
れ
も
岡
倉
校
長
の
執
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
記
『
天
心
全
集
』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
意
見
書
は
明
治
三
十
年
、
松
方
内
閣
の
と
き
、
議
会
説
明
用

に
内
命
を
受
け
て
執
筆
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
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こ
の
意
見
書
は
明
治
二
十
七
年
起
草
の
意
見
書
に
記
し
た
諸
計
画
の
中
の
未

達
成
項
目
お
よ
び
新
た
な
計
画
項
目
の
実
施
の
要
請
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
注
目
す
べ
き
は
本
校
の
経
費
を
大
幅
に
増
額
（
七
万
円
）
し
、
施
設
を
充

実
し
て
「
東
京
高
等
美
術
学
校
」
と
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
し
て
、
増
設
す
べ
き
科

の
第
一
に
建
築
科
を
、
第
二
に
西
洋
彫
刻
科
を
、
第
三
に
彫
版
科
を
掲
げ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
建
築
科
に
つ
い
て
は
、
二
十
七
年
の
意
見
書
で
は
「
建
築
科

ハ
必
ス
シ
モ
之
ヲ
設
ク
ル
ヲ
要
セ
ス
」
云
々
と
い
う
但
し
書
き
が
示
す
と
お

り
、
設
置
に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
で
は
一
転
し
て
積
極
的
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
西
洋
彫
刻
科
は
西
洋
画
科
が
設
置
さ
れ
た
以
上
、
ま
ず
第
一
に

設
置
が
促
進
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
第
二
番
目
の
要
求
項
目
と
さ
れ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
彫
版
科
に
至
っ
て
は
、
従
来
の
計
画
に
な
い

新
項
目
で
あ
り
、
他
の
重
要
な
未
達
成
項
目
を
措
い
て
こ
れ
を
要
求
す
る
理
由

が
見
当
た
ら
ず
、
不
可
解
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
意
見
書
は
明
治
一
二
十
年
と
い
う
時
点
に
お
け
る
岡
倉
校
長

の
構
想
を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
尤
も
、
そ
の
後
に
起
こ
っ
た
美
術

学
校
騒
動
に
よ
っ
て
そ
の
構
想
も
雲
散
裕
消
に
帰
し
た
が
。

美
術
教
育
施
設
二
付
意
見

維
新
創
業
ノ
際
百
般
施
設
ノ
急
ナ
ル
ヤ
美
術
ヲ
藩
政
ノ
保
護
ョ
リ
逸
ジ
テ
拾

収
シ
得
サ
ル
モ
ノ
殆
ト
ニ
十
年
宿
匠
老
工
流
離
J

問
二
衰
亡
シ
幕
末
ノ
豫
技

マ
マ

断
滅
ュ
ル
ニ
垂
ソ
ト
シ
テ
纏
ニ
―
美
術
学
校
ノ
創
設
ヲ
東
京
二
見
ル
爾
来
又

マ
マ

十
年
幸
二
将
絶
ヲ
一
線
二
撃
キ
得
タ
リ
ト
雖
た
狂
瀾
ヲ
既
街
二
凹
サ
ス

7
其

笞
き
に
は
〕

レ
将
夕
何
ノ
日
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
鈴
者
戦
捷
平
和
既
二
克
復
七
ラ
レ
官
民
齊
シ

ク
披
張
ヲ
永
遠
二
期
ス
然
ル
ニ
文
明
平
和
ノ
一
大
法
象
タ
ル
美
術
教
育
ノ
不

但
シ
印
刷
術
ノ
需
要
二
應
。
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

振
獨
リ
斯
ノ
如
キ
ニ
至
テ
ハ
将
来
國
民
ノ
品
位
如
何
二
影
響
ス
ベ
キ
ハ
勿
論

本
邦
産
業
上
諸
工
藝
ノ
前
途
二
於
テ
成
敗
利
鈍
蓋
シ
亦
争
フ
可
サ
ル
モ
ノ
ア

ラ
ソ
ト
ス

夫
レ
今
日
ノ
美
術
教
育
ハ
初
等
ト
ナ
ク
高
等
ト
ナ
ク
畢
テ
之
ヲ
唯
一
ノ
東
京

美
術
学
校
二
委
ス
該
校
ノ
負
荷
ス
ル
所
決
シ
テ
軽
、
ソ
ト
謂
フ
ベ
カ
ラ
ス
然
ル

ニ
其
現
在
ノ
位
置
タ
ル
ヤ
下
ハ
入
学
生
ノ
豫
備
ヲ
門
外
二
期
ス
ル
ノ
途
ナ
ク

上
ハ
良
教
員
ノ
直
蓄
ヲ
堂
奥
二
侯
ッ
ニ
由
ナ
シ
此
過
渡
ノ
大
時
期
二
際
シ
テ

設
備
ノ
孤
弱
斯
ノ
如
キ
ハ
固
ョ
リ
永
遠
二
処
ス
ル
所
以
ノ
道
二
非
ザ
ル
ナ
リ

熟
々
目
今
ノ
急
須
ヲ
考
へ
首
尾
ヲ
貫
通
シ
テ
其
施
設
ヲ
計
画
ス
ル
ニ
大
要
蓋

シ
左
ノ
諸
項
ヲ
出
テ
ザ
ル
可
シ

第
一
東
京
高
等
美
術
学
校

本
校
ハ
文
部
省
二
隷
シ
國
費
ヲ
以
テ
維
持
シ
主
ト
シ
テ
専
門
美
術
家
ヲ
養
成

シ
兼
テ
地
方
美
術
工
藝
学
校
ノ
教
員
ク
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
供
給
シ
以
テ
本
邦
美

術
ノ
淵
源
ヲ
保
持
開
導
ス
ル
処
ト
ス

本
校
組
織
ノ
大
体
ハ
略
々
現
在
ノ
東
京
美
術
学
校
ノ
儘
ニ
テ
可
ナ
ル
モ
之
ヲ

目
下
ノ
國
情
二
照
セ
バ
規
模
狭
小
経
費
鋏
乏
ナ
ル
ヲ
以
テ
時
二
及
テ
披
張
シ

歳
費
金
七
万
円
二
達
セ
ソ

1
ヲ
要
ス

就
中
撰
張
ノ
第
一
着
ト
シ
テ
営
二
増
設
ス
ベ
キ
学
科
宅
ノ
如
シ

[〗
百
ロ
ト
ス

国
彫
版
科
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リ
日
織
物

本
校
二
設
置
ス
可
キ
学
科
花
ノ
如
シ

日
東
京
京
都
ノ
両
府
ハ
其
発
達
ノ
時
代
二
先
後
ア
リ
随
テ
縮
画
ヲ
首
メ
諸
美

術
ノ
様
式
流
派
等
ニ
モ
亦
各
家
自
ラ
特
殊
ノ
手
法
ヲ
具
有
セ
リ
加
之
風
土

人
情
ノ
差
卜
又
其
工
藝
上
ノ
製
作
品
ヲ
シ
テ
自
ラ
一
長
一
短
ス
ル
所
ア
ラ

シ
ム
故
二
学
科
ニ
ョ
リ
テ
ハ
之
ヲ
東
京
二
設
ク
ル
ニ
便
ナ
ラ
ズ
シ
テ
却
テ

京
都
二
置
ク
ニ
利
ア
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
ズ

⇔
美
術
ノ
大
患
ハ
平
板
二
流
レ
固
定
二
陥
リ
知
ラ
ス
識
ラ
ズ
自
家
ノ
儀
型
中

ニ
萎
縮
枯
死
セ
ソ
ト
ス
ル
ニ
在
リ
是
レ
獨
リ
一
流
一
派
ノ
全
勝
時
代
二
於

テ
見
得
ル
所
ノ
事
宜
ク
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
官
府
特
別
ノ
保
護
下
二
立
ッ
所

ノ
或
ル
技
藝
二
於
テ
往
々
免
ル
、
能
ハ
サ
ル
所
ノ
事
情
ナ
リ
ト
ス
故
二
今

好
尚
ヲ
殊
ニ
シ
特
技
ヲ
固
有
ス
ル
所
ノ
両
校
ヲ
東
西
到
立
シ
テ
互
二
他
山

ノ
石
タ
ル
ヲ
得
セ
シ
メ
ハ
永
ク
以
テ
巌
新
活
動
ノ
氣
ヲ
失
ハ
ザ
ル
ベ
キ
ナ

ニ
ア
リ

右
増
設
ノ
三
科
二
到
シ
要
ス
ル
所
ノ
臨
時
建
築
費
凡
ソ
金
一
万
四
千
四
百
円

経
常
歳
費
凡
ソ
金
二
万
三
千
六
百
円
ナ
リ

又
本
校
ノ
校
舎
ハ
旧
教
育
博
物
舘
等
ヲ
轄
用
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
因
リ
使
用
上

不
便
少
ナ
カ
ラ
ズ
且
ッ
建
築
モ
亦
既
二
ニ
十
許
年
ヲ
経
過
シ
修
繕
ノ
煩
累
漸

ク
多
カ
ラ
ソ
ト
ス
加
之
披
張
ヲ
要
ス
ル
ノ
際
ナ
レ
バ
成
ル
可
ク
速
―
一
新
築
七

サ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
京
都
高
等
美
術
学
校

本
校
ハ
東
京
高
等
美
術
学
校
卜
其
資
格
及
ヒ
目
的
ヲ
同
シ
ウ
ス

今
斯
ノ
如
ク
東
西
相
劉
峙
シ
テ
同
一
程
度
ノ
両
校
ヲ
設
置
ス
ル
ノ
必
要
盗
シ

伯
圏
案

右
二
要
ス
ル
所
ノ
経
常
歳
費
ハ
凡
ソ
金
一
―
―
万
五
千
円
ト
ス

又
本
校
ハ
創
設
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
其
創
立
役
井
二
校
舎
新
築
費
ト
シ
テ
臨
時

金
十
六
万
二
千
円
ヲ
要
ス
ベ
シ

第

三

美

術

院

本
院
ハ
文
部
省
二
隷
シ
國
費
ヲ
以
テ
維
持
シ
全
國
ノ
名
エ
矩
匠
ョ
リ
組
織
シ

賓
技
研
究
生
ト
シ
テ
之
二
年
金
ヲ
交
付
シ
帝
室
御
用
品
其
他
精
妙
ナ
ル
製
作

ニ
従
事
セ
シ
メ
以
テ
本
邦
美
術
ノ
最
高
程
度
ヲ
保
維
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

本
院
設
置
ノ
必
要
及
ヒ
大
体
ノ
規
模
花
ノ
如
シ

日
今
ヤ
幕
末
ノ
宿
匠
老
工
漸
ク
将
二
其
跡
ヲ
絶
チ
古
法
ノ
手
決
ヲ
會
得
シ

テ
之
ヲ
後
昆
二
博
フ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
至
ラ
ソ
ト
ス
是
レ
遠
ク
ハ
歴
朝
奨

励
ノ
餘
澤
ヲ
遺
奔
シ
近
ク
ハ
後
進
誘
腋
ノ
途
ヲ
杜
絶
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
殊

ニ
美
術
学
校
ヲ
披
張
シ
漸
次
其
程
度
ヲ
高
メ
ソ
ト
ス
ル
ニ
際
シ
テ
ハ
将

来
益
々
教
員
其
人
ノ
選
任
二
苦
シ
マ
ソ
ト
ス
名
家
養
成
ノ
今
日
二
已
ム

ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
以
ナ
リ

⇔
然
ル
ニ
今
日
ノ
青
年
美
術
家
ナ
ル
モ
ノ

ハ
処
吉
ノ
途
二
急
ニ
シ
テ
綾
ニ

一
業
ヲ
修
得
ス
レ
バ
直
チ
ニ
社
會
二
立
チ
テ
自
螢
ス
ル
所
ナ
キ
能
ハ
ズ

為
メ
ニ
繋
縛
ヲ
卑
俗
ノ
好
尚
二
受
ヶ
小
成
ヲ
逼
迫
ノ
経
済
二
促
サ
レ
終

⇔
繍
物

伺
友
染

四
陶
磁

璧宝
岱

画

藤

原

氏

｛
京
都
派
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身
役
々
ト
シ
テ
其
雄
腕
駿
足
ヲ
伸
ぺ
得
ザ
ル
モ
ノ
比
々
皆
然
リ
ト
ス
是

レ
相
営
ノ
補
助
ヲ
瑕
シ
テ
大
器
晩
成
ノ
餘
地
ヲ
存
セ
シ
ム
ル
ノ
必
要
ア

ル
所
以
ナ
リ

国

思
想
学
藝
ノ
淵
叢
ハ
畢
党
ス
ル
ニ
政
治
ノ
中
心
二
帰
ス
聟
穀
ノ
下
毎

ニ
必
ス
美
術
ノ
源
泉
ク
リ
是
ヲ
以
テ
美
術
院
ハ
其
本
部
ヲ
東
京
二
設
置

ス
ベ
シ
ト
雖
圧
奈
良
ノ
旧
都
ハ
最
モ
観
察
ノ
材
料
二
富
メ
ル
ヲ
以
テ
該

地
二
就
キ
テ
更
二
研
究
所
ヲ
分
置
ス
ル
ヲ
要
ス

四
美
術
院
ハ
純
然
タ
ル
宜
技
ノ
研
究
所
ト
シ
其
科
目
ハ
高
等
美
術
学
校
ノ

各
科
ヲ
包
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

⑮
本
院
研
究
生
ク
ル
ベ
キ
モ
ノ
ハ
高
等
美
術
学
校
卒
業
生
中
ノ
優
等
者
又

ハ
内
外
競
技
ノ
公
會
場
二
於
テ
名
脊

ノ
優
賞
ヲ
得
ク
ル
モ
ノ
ョ
リ
抜
擢

因
右
研
究
生
ノ
定
員
ハ
六
十
五
名
ト
シ
其
在
学
ヲ
―
―
一個
年
間
ト
ス

伯
場
合
ニ
ョ
リ
本
院
研
究
生
ヲ
撰
抜
シ
テ
外
國
二
留
学
セ
シ
ム
ル

1
ア
ル

研
究
生
ニ
ハ
毎
年
一
名
二
付
手
嘗
金
百
二
十
円
製
作
費
金
二
百
円
宛
ヲ
支
給

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

教
員
ハ
ニ
十
六
名
ト
シ
其
俸
給
金
二
万
四
千
六
百
円
ヲ
要
ス
而
シ
テ
経
常
歳

費
ノ
金
額
ハ
金
四
万
五
百
六
十
円
ナ
リ

又
本
院
創
立
費
並
二
校
舎
新
築
費
ト
シ
テ
臨
時
金
九
万
八
千
円
ヲ
要
ス
ベ
シ

第
四
地
方
美
術
工
藝
学
校

本
校
ハ
地
方
鹿
二
隷
シ
地
方
我
ヲ
以
テ
維
持
シ
或
ハ
闊
庫
ョ
リ
之
ヲ
補
助
シ

又
場
合
ニ
ョ
リ
全
然
官
立
ト
シ
主
ト
シ
テ
美
術
工
藝
二
従
事
ス
ル
モ
ノ
ヲ
蓑

成
シ
兼
テ
高
等
美
術
学
校
ノ
生
徒
ク
ル
可
キ
モ
ノ
ヲ
供
給
、
ソ
以
テ
直
接
二
殖

可
シ

ス

産
興
業
ノ
道
ヲ
啓
発
ス
ル
所
ト
ス
本
校
設
備
ノ
概
要
ハ
宅
ノ
如
シ

日
近
年
各
地
方
二
設
立
セ
ル
宜
業
補
習
学
校
等
ハ
其
準
備
ヲ
一
層
完
全
二

シ
且
ッ
其
授
業
法
ヲ
一
層
宜
際
的
ニ
シ
以
テ
其
卒
業
生
ヲ
シ
テ
直
チ
ニ

宜
業
二
従
事
セ
シ
メ
或
ハ
進
テ
高
等
美
術
学
校
二
入
学
セ
シ
ム
ル
ニ
充

分
ナ
ル
技
術
ヲ
備
ヘ
シ
ム
ベ
シ

⇔
美
術
工
藝
上
重
要
ナ
ル
地
方
二
限
リ
先
ッ
此
ノ
種
ノ
完
全
ナ
ル
学
校
ヲ

官
設
シ
テ
以
テ
其
模
範
ヲ
示
ス
可
シ
而
シ
テ
之
ガ
設
置
ヲ
要
ス
ル
箇
所

井
二
其
学
科
ハ
例
ス
ル
ニ
左
ノ
如
シ

畠

古

屋

七

宝｛
陶
磁
器

回
足
利
（
又
ハ
桐
生
）

り

金

沢

漆

器

｛
陶
磁
器

銅
器

陶
磁
器

, . 、

染織
物物

⇔
富
山

紺
有
田

此
他
尚
ホ
東
京
京
都
大
坂
等
ニ
モ

該
地
方
適
切
ノ
学
科
ヲ
選
ビ
テ
随
時
設
置

セ
ソ

7
ヲ
要
ス

第

五

國

立

博

物

舘

本
舘
ハ
文
部
省
二
隷
、
ゾ
國
股
ヲ
以
テ
維
持
シ
古
今
ノ
名
品
ヲ
蒐
集
シ
テ
巧
妙

ノ
標
範
ヲ
垂
ホ
シ
以
テ
美
術
学
ヲ
稗
益
ッ
國
光
ヲ
発
揚
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

今
國
立
博
物
舘
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ノ
理
由
蕪
シ
ニ
ア
リ

日
美
術
及
工
藝
ノ
参
考
二
博
物
舘
ノ
鋏
ク
ベ
カ
ラ
サ
ル
ヤ
言
ヲ
須
ヒ
ス
是
ヲ

以
テ
臥
米
諸
邦
ノ
國
カ
ヲ
博
物
舘
二
注
グ
ヤ
一
日
ノ
故
ニ
ア
ラ
ス
猶
以
テ
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憔
ラ
ス
ト
ナ
シ
各
國
競
テ
其
増
設
ヲ
事
ト
ス
ル
ノ
勢
ア
リ
本
邦
美
術
教
育

振
興
ノ
秋
是
レ
最
モ
営
二
意
ヲ
致
ス
ベ
キ
所
タ
リ
羊
皿
ッ
博
物
舘
ノ
目
的
既

ニ
美
術
教
育
施
設
ノ
一
部
タ
ル
以
上
ハ
偏
二
帝
室
現
在
ノ
設
備
二
依
頼
ス

ベ
キ
ニ
非
ス
況
ヤ
全
施
設
ノ
統
一
上
必
ズ
美
術
教
育
卜
同
系
下
二
併
立
ス

ベ
キ
ノ
要
ア
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ

⇔
今
ヤ
内
國
古
社
寺
保
存
ノ
途
ヲ
講
ス
ル
ニ
急
ナ
ル
モ
経
営
多
端
一
朝
容
易

ニ
弁
ス
ベ
キ
ニ
非
ス
此
時
二
方
テ
博
物
舘
ノ
設
備
ヲ
擦
張
シ
社
寺
ノ
宝
物

重
器
ヲ
収
容
展
観
七
シ
ム
ル
ハ
古
社
寺
保
存
法
卜
表
裏
相
侯
チ
テ
歴
史
ノ

為
メ
美
術
ノ
為
メ
一
挙
両
得
宜
二
國
宝
保
存
ノ
捷
径
ナ
リ
ト
ス
但
シ
美
術

ノ
内
容
ニ
ハ
歴
代
ノ
時
様
ヲ
存
ツ
歴
史
ノ
明
徴
ハ
又
巧
妙
ノ
製
作
中
二
寓

ス
ル
ヲ
以
テ
古
美
術
卜
歴
史
ト
ハ
―
ニ
シ
テ
ニ
ナ
ラ
ス
畢
覚
ス
ル
ニ
美
術

博
物
舘
ハ
自
ラ
営
二
歴
史
博
物
舘
タ
ル
可
キ
ナ
リ

國
立
博
物
舘
ハ
既
往
ノ
歴
史
卜
現
在
井
二
将
来
ノ
須
要
ト
ニ
由
リ
東
京
京
都

及
奈
良
二
設
置
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
但
ツ
必
シ
モ
其
特
設
ヲ
要
ス
ル
ニ
非
ス
寧
ロ

現
在
ノ
帝
國
博
物
舘
歴
史
部
美
術
部
及
美
術
工
藝
部
ノ
組
織
二
基
キ
テ
更
ニ

擦
張
充
宜
ス
ル
所
ア
レ
バ
則
チ
可
ナ
リ

第
六
地
方
博
物
舘

本
舘
ハ
地
方
鹿
二
隷
シ
地
方
費
ヲ
以
テ
維
持
ッ
或
ハ
図
庫
ョ
リ
之
ヲ
補
助
シ

又
場
合
ニ
ョ
リ
全
然
官
立
ト
シ
其
地
方
二
閥
係
ア
ル
時
代
品
及
ヒ
美
術
工
褻

参
考
品
ヲ
蒐
集
シ
以
テ
地
方
宜
業
家
及
ビ
美
術
工
褻
学
校
ノ
便
益
二
供
ス
ル

ヲ
目
的
ト
ス

本
舘
設
置
ノ
理
由
ハ
略
々
図
立
博
物
舘
二
仝
ジ
ト
雖
た
元
来
歴
史
ハ
遺
蹟
卜

聯
関
シ
美
術
ハ
不
可
動
ノ
巨
作
ヲ
包
含
ス
ル
ヲ
以
テ
特
二
地
方
美
術
工
藝
学

校
ノ
参
考
二
供
ス
ル
ニ
非
サ
ル
モ
之
ヲ
各
地
二
分
立
ス
ル
ハ
亦
巳
ム
ヲ
得
ザ

第

七

概

要

ル
モ
ノ
ア
ル
ナ
リ

地
方
博
物
舘
ハ
歴
史
上
著
名
ノ
旧
蹟
若
ク
ハ
産
業
上
重
要
ノ
市
邑
二
設
置
ス

可
キ
モ
ノ
ナ
リ
其
箇
所
井
二
陳
列
品
ノ
主
眼
ト
ス
ル
所
要
ス
ル
ニ
花
ノ
如
シ

日
伊
勢
大
廟
附
近
神
道
二
閥
ス
ル
物
品

一
奈
良
朝
以
前
ノ
時
代
品

⇔
紀
伊
高
野
山
弘
仁
時
代
二
闊
ス

ル
物
品

国
安
藝
厳
島
平
氏
時
代
品

四
陸
中
中
尊
寺
東
北
ノ
文
化
二
閥
ス
ル
物
品

一
陸
奥
藤
原
時
代
品

⑮
相
模
ノ
鎌
倉
鎌
倉
時
代
品

因
筑
前
博
多
又
ハ
大
宰
府
外
国
交
通
二
関
ス
ル
物
品

一
元
寇
二
関
ス
ル
物
品

南
北
朝
時
代
品

伯
河
内
観
心
寺

大
三
島
神
社
又
ハ
訳
｛
四
国
ノ
文
化
二
関
ス
ル
物
品

四
四
國
洲
二
於
テ
重
要
地

歴
代
ノ
武
器
類

⑳
大
坂
戦
国
時
代
品

一
豊
臣
時
代
品

田
尾
張
名
古
屋
徳
川
時
代
品

一
地
方
工

藝
品

g
加
賀
金
澤
徳
川
時
代
品

一
地
方
工
藝
品

マ

マ

マ

マ

g
肥
後
能
本
九
洲
ノ
文
化
二
関
ス
ル
物
品

一
地
方
工
藝
品
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美

術

院

工
業

学

校
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染織陶

物物磁
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地
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‘‘、‘‘ヽ＼、術
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‘ヽ‘、‘‘ 藝
‘、‘¥` ヽ、、学
‘‘ヽ、‘¥‘ヽヽ 校

, ‘L ̀  ~、‘.．＿
彫竹木紬染織陶七家鍛鋳漆彫彫絵
版工工物物物磁宝匠金金工金央lj画

京
都
高
等

美
術
学
校

束
京
高
等

美
術
学
校

圏絵七陶友繍織
案画宝磁染物物

彫建鍛鋳漆彫彫園絵
版築金金工金央ll案画

小

学

校

以
上
述
フ
ル
所
ノ
官
公
施
設
全
般
ノ
系
統
ヲ
表
示
ス
レ
バ
即
チ
花
ノ
如
シ

東

国
立
博
物
舘
一
[

絃
二
又
官
設
二
属
ス
ベ
キ
美
術
院
及
ヒ
高
等
美
術
学
校
ノ
経
喪
豫
算
ヲ
概
括

ス
ル

7
宅
ノ
如
シ

良 都 京

地
方
博
物
舘

能マ金
マ

本 沢

名

古

屋

大

坂

大

三

島

社

観

心

寺

大

宰

府

鎌

倉

中

芍

寺

巌

島

高

野

山

大

廟

追

第4章 発 展 期 350 



明
治
一
―
―
十
年
八
月

制

服

改

正

こ
の
件
に
つ
い
て
は
年
報
そ
の
他
学
校
当
局
作
成
文
書
中
に
記
載
が
な
い

が
、

大
村
西
崖
主
宰
の
『
美
術
評
論
』
第
一
号
（
三
十
年
十
一
月
）
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
動
〕

0
東
京
美
術
学
校
に
て
は
、
制
服
の
常
時
に
不
便
な
る
を
以
て
、
着
用
を
属

行
し
難
き
が
為
に
、
そ
を
た
ゞ
證
服
と
な
し
、
こ
の
ご
ろ
別
に
一
種
の
略
章

を
制
し
て
、
常
に
は
こ
れ
を
職
員
及
生
徒
に
着
け
し
む
と
い
ふ
。
そ
の
形
は

と
こ
ろ
人
＼
蛹
結
び
に
し
た
る
紐
に
て
、
昔
の
冠
に
付
け
た
る
日
陰
の
か
つ

ら
よ
り
案
出
し
た
る
も
の
な
る
よ
し
。
職
員
の
は
紫
に
て
二
條
、
生
徒
の
は

青
に
て
一
條
。
右
の
肩
よ
り
前
後
に
垂
れ
て
、
下
端
は
こ
れ
を
結
び
若
く
は

こ
れ
を
帯
に
挿
む
。

西
洋
画
科
設
置
以
後
、
校
内
の
空
気
は
従
来
の
制
服
、
制
帽
と
そ
ぐ
わ
な
い

も
の
と
な
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
改
正
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
岡
倉
校
長
の
辞
職
を
待
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
、
三

十
一
年
七
月
十
五
日
に
は
制
服
、
制
帽
の
全
面
的
改
正
が
行
わ
れ
る
。

③
 

日
本
絵
画
協
会
第
二
回
、
第
三
回
共
進
会

明
治
三
十
年
三
月
十
五
日
か
ら
翌
月
三
十
日
ま
で
上
野
公
園
竹
の
台
の
旧
博

覧
会
第
五
号
館
で
日
本
絵
画
協
会
第
二
回
共
進
会
が
開
催
さ
れ
た
。
既
述
(
3
3
6

頁
）
の
よ
う
に
、
今
回
は
日
本
画
革
新
派
の
み
の
出
品
と
な
り
、

同
会
の
本
来

の
趣
旨
が
明
確
に
示
さ
れ
た
展
覧
会
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
四
月
六
日
に
褒
賞

授
与
式
が
行
わ
れ
、
下
村
観
山
「
光
明
皇
后
」
（
銀
牌
第

一
席）
、
菱
田
春
草
「
拍

華
微
笑
」
（
同
第
二
席）
、
竹
内
棲
鳳
「
廃
園
春
色
」
（
同
第
一
―
―
席
）
が
高
位
入
賞

し
、
西
郷
孤
月
「
四
季
花
鳥
」
の
う
ち
「
春
」、

横
山
大
観
「
無
我
」
、
本
多
天

城
「
蘇
武
」
、
寺
崎
広
業
「
昭
君
怨
」
、

川
合
玉
堂
「
孟
母
断
機
」
、
山
田
敬
中

「
美
音
」
、
尾
形
月
耕
「
武
将
詠
花
」
、
小
堀
靭
音
「
武
士
」、

今
尾
景
年
「
猫
」
、

野
村
文
挙
「
嵐
山
風
雨
」
が
銅
牌
を
授
与
さ
れ
た
。

次
い
で
同
年
十
月
二
十
五
日
よ
り
十
二
月
七
日
ま
で
同
所
で
第
三
回
共
進
会

が
開
催
さ
れ
、
十
一
月
二
十
六
日
に
褒
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
て
、
下
村
観
山

「
嗣
信
最
期
」
（
特
別
銀
牌
）
、

小
堀
鞘
音
「
常
世
」
（
銀
牌
）
、

寺
崎
広
業
「
菊
」

（
同
）
が
高
位
入
賞
し
、
川
合
玉
堂
「
家
鴨
」
、
山
田
敬
中
「
平
和
」
、
大
出
東
皐

「
菊
花
争
雀
」
、
本
多
天
城
「
羅
浮
」
、
竹
内
棲
鳳
「
枯
野
」、

横
山
大
観
「
聴

④ 

京都高等芙 東京高等美 美術

術}校子術} 校子 院
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